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雑

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
二
年
一
月
一
二
日
（
木
）

「
弁
護
士
過
疎
地
域
に
お
け
る
原
発
震
災
｜
｜
被
災
地
に
お
け
る
法

律
家
の
役
割
」

講
師

渡
辺
淑
彦
（
弁
護
士
〔
浜
通
り
法
律
事
務
所
〕）

葦
名
ゆ
き
（
弁
護
士
〔
静
岡
綜
合
法
律
事
務
所
〕）

二
〇
一
二
年
一
二
月
三
日
（
月
）

「
人
権
の
刑
事
法
学
｜
｜
学
者
と
し
て
の
主
張
と
実
務
家
と
し
て
の

主
張
に
違
い
が
あ
る
か
」

講
師

村
井
敏
邦
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
元
刑
法
学
会
理
事

長
）

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

講
師

上
田
國
廣
（
弁
護
士
）

駒
方
和
希
（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

片
瀬

亮
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

福
光
洋
子
（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

岡
本
康
博
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

内
田
敬
子
（
弁
護
士
）

家
原
尚
秀
（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

国
嶋
洋
伸
（
弁
護
士
）

講
演
会

二
〇
一
二
年
一
月
七
日
（
土
）

「
文
化
多
様
性
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｜
｜C

u
ltu
ra
l D

iv
ersity

 
in
 
a
 
H
u
n
d
red

 
Y
ea
rs:

P
ro
sp
ects

 
a
n
d P

o
licies

」

講
師

D
o
n
a
ld H

o
ro
w
itz

（
デ
ュ
ー
ク

大

学
）
、M

a
tth

ia
s

 
B
ren

zin
g
er

（
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
）、
溝
口
孝
司
（
九
州
大
学
）、

D
a
v
id T

h
ro
sb
y

（
マ
ク
ワ
リ
ー
大
学
）、
小
島
立
（
九
州
大
学
）、

W
im
v
a
n Z

a
n
ten

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

主
催

九
州
大
学
国
際
部
（
九
州
大
学
創
立
百
周
年
記
念
行
事
）

二
〇
一
二
年
五
月
二
一
日
（
月
）

「E
co
n
o
m
ic A

n
a
ly
sis o

f M
&
A
 
L
a
w
s in F

ra
n
ce a

n
d in T

h
e

 
U
n
ited

 
S
ta
tes

（
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
るM

&
A

法
の
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経
済
分
析
）」

講
師

G
eo
rg
es A

.
C
a
v
a
lier

（
リ
ヨ
ン
第
三
大
学
法
学
部
准

教
授
）

主
催

九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

共
催

E
U
IJ

九
州

二
〇
一
二
年
五
月
二
四
日
（
木
）

「T
h
ree w

a
y
s in

 
w
h
ich
 
E
U
 
M
a
y
 
E
n
h
a
n
ce
 
S
ta
b
ility

 
in

 
A
sia

（
Ｅ
Ｕ
が
ア
ジ
ア
の
安
定
性
を
高
め
る
た
め
の
３
つ
の
方

法
）」講

師

K
jell E

n
g
elb
rek

t

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
防
衛
大
学
准

教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

T
in
g
 
W
a
i

（
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学

教
授
）

主
催

E
U
IJ

九
州

二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
（
金
）

「D
efin

in
g th

e resp
o
n
sib
ility o

f In
tern

et In
term

ed
ia
ries in

 
th
e m

u
lti-lev

el g
o
v
ern

a
n
ce o

f d
ig
ita
l rig

h
ts:

th
e a
m
b
ig
u
-

o
u
s ro

le o
f th

e E
U
 
C
o
u
rt o

f Ju
stice

（
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ツ
の

多
層
的
統
御
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
媒
介
者
の
責
任
を
規
定

す
る：

欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
の
曖
昧
な
役
割
）」

講
師

A
n
to
n
in
a B

a
k
a
rd
jiev

a E
n
g
elb
rek

t

（
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
大
学
法
学
部
教
授
）

主
催

E
U
IJ

九
州

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
（
金
）

「T
h
e E

u
ro
p
ea
n
iza
tio
n o

f C
o
n
tra
ct L

a
w
 
a
n
d its S

ig
n
ifi-

ca
n
ce fo

r A
sia

（
契
約
法
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
と
そ
の
ア
ジ
ア
に

と
っ
て
の
意
義
）」

講
師

Ju
rg
en B

a
sed

o
w

（
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
私
法
・

国
際
私
法
研
究
所
所
長
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
教
授
）

主
催

九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
国
際
コ
ー
ス

共
催

E
U
IJ

九
州

二
〇
一
二
年
六
月
四
日
（
月
）

「S
o
u
rces o

f L
a
w
 
in a

n A
g
e o

f G
lo
b
a
liza

tio
n
:
F
ro
m
 
th
e

 
P
ersp

ectiv
e o
f M

ix
ed L

eg
a
l S
y
stem

s

（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

代
に
お
け
る
法
源：

ミ
ク
ス
ト
・
リ
ー
ガ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か

ら
）」講

師

V
ern

o
n
 
V
.
P
a
lm
er

（
テ
ュ
レ
ー
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
教
授
）、Ja

cq
u
es d

u P
lessis

（
ス
テ
レ
ン
ボ
ッ
シ
ュ
大
学
法
学

部
教
授
）

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト

葛
西
康
徳
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
教
授
）、
松
本
英
実
（
新
潟
大
学
法
学
部
教
授
）、
溜
箭
将

之
（
立
教
大
学
法
学
部
准
教
授
）
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主
催

九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
国
際
コ
ー
ス

二
〇
一
二
年
七
月
一
二
日
（
木
）

「
情
報
技
術
の
発
展
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
脅
威
」

講
師

玉
井
克
哉
（
東
京
大
学
教
授
（
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
））

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
（
土
）

「
地
域
統
合
の
展
望
と
課
題
」

講
師

進
藤
榮
一
（
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
・
筑
波
大
学
名
誉
教

授
）

「
尖
閣
以
降
の
ア
ジ
ア
共
生
の
課
題
」

講
師

渡
邊
啓
貴
（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

「
Ｅ
Ｕ
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

討
論

山
本
啓
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

共
催

九
州
政
治
社
会
学
会

九
州
公
法
判
例
研
究
会

二
〇
一
一
年
度
の
幹
事
は
原
田
大
樹
准
教
授
が
、
二
〇
一
二
年
度

の
幹
事
は
南
野
森
准
教
授
（
文
責
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
。
前
号

（
七
八
巻
四
号
）
掲
載
よ
り
後
の
研
究
会
活
動
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ

る
。

・
二
〇
一
二
年
度
冬
期
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
一
日
）

「
財
産
権
の
憲
法
的
保
障
」

平
良
小
百
合
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課
程
）

「
教
科
書
調
査
員
名
簿
の
開
示
義
務
付
け
訴
訟
」

井
上
禎
男
（
福
岡
大
学
法
学
部
准
教
授
）

・
二
〇
一
二
年
度
春
期
（
二
〇
一
二
年
四
月
一
四
日
）

自
然
災
害
に
お
け
る
学
校
の
役
割
」

山
崎
栄
一
（
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
准
教
授
）

社
会
保
障
法
に
お
け
る
裁
判
前
の
権
利
救
済
｜
｜
イ
ギ
リ
ス

審
判
所
制
度
の
独
立
性
と
職
権
主
義
」

山
下
慎
一
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
助
教
）

・
二
〇
一
二
年
度
夏
期
（
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日
）

「
判
例
研
究：

最
二
小
判
二
〇
一
二
年
四
月
二
日
【
生
活
保
護

変
更
決
定
取
消
請
求
事
件
】」

高
橋
和
也
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

「
判
例
研
究：

最
一
小
判
二
〇
一
二
年
一
月
一
六
日
【
懲
戒
処

分
取
消
等
請
求
事
件
】」

原
島
啓
之
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課
程
）

・
二
〇
一
二
年
度
秋
期
（
二
〇
一
二
年
九
月
二
九
日
）

「
住
所
に
よ
る
個
人
の
把
握
と
人
権
保
障
」

遠
藤
美
奈
（
西
南
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）
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「
フ
ラ
ン
ス
都
市
計
画
法
に
お
け
る
民
事
訴
訟
と
刑
事
訴
訟

｜
｜
公
法
の
本
質
に
関
す
る
一
考
察
」

福
重
さ
と
子
（
北
九
州
市
立
大
学
法
学
部
専
任
講
師
）

社

会

法

研

究

会

第
四
〇
四
回

二
〇
一
二
年
二
月
四
日
（
土
）

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
集
団
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
」

キ
ョ
ウ

ビ
ン
（
久
留
米
大
学
）

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
職
業
訓
練
受
講
拒
否
を
理
由
と
す
る
失
業

給
付
の
給
付
制
限
」

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

第
四
〇
五
回

二
〇
一
二
年
三
月
三
日
（
土
）

「
最
低
賃
金
の
法
規
制
｜
労
使
自
治
と
生
活
保
障
」

神
吉
知
郁
子
（
東
京
大
学
・G

C
O
E

特
任
研
究
員
）

「
障
害
者
の
雇
用
と
所
得
保
障
｜
フ
ラ
ン
ス
法
を
手
が
か
り
と
し

た
基
礎
的
考
察
｜
」

永
野
仁
美
（
上
智
大
学
）

「
有
期
雇
用
の
法
規
制
と
労
働
契
約
論
｜
も
う
一
つ
の
労
働
契
約

論

」唐
津

博
（
南
山
大
学
）

第
四
〇
六
回

二
〇
一
二
年
四
月
七
日
（
土
）

「
有
期
労
働
契
約
と
雇
用
保
障
法
」

有
田
謙
司
（
西
南
学
院
大
学
）

「
社
会
保
障
財
源
の
普
遍
化
と
給
付
の
制
度
間
調
整：

イ
ギ
リ
ス

の
場
合
」

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

第
四
〇
七
回

二
〇
一
二
年
五
月
一
二
日
（
土
）

「
労
働
安
全
衛
生
法
令
と
安
全
配
慮
義
務
・
労
契
法
五
条
」

柳
澤

旭
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
）

「
社
会
手
当
論
の
一
考
察
〜
荒
木
理
論
を
中
心
に
」

山
田

晋
（
広
島
修
道
大
学
）

第
四
〇
八
回

二
〇
一
二
年
六
月
二
日
（
土
）

「
高
齢
者
虐
待
へ
の
福
祉
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

阿
部
和
光
（
久
留
米
大
学
）

「
児
童
虐
待
防
止
法
制
の
課
題
｜
社
会
保
障
法
学
か
ら
｜
」

平
部
康
子
（
福
岡
県
立
大
学
）

「
虐
待
問
題
と
刑
事
法
｜
子
ど
も
虐
待
事
案
を
中
心
に
」

岡
田
行
雄
（
熊
本
大
学
）

「
虐
待
問
題
と
民
法
」

小
池

泰
（
九
州
大
学
）

第
四
〇
九
回

二
〇
一
二
年
七
月
七
日
（
土
）

雑 報
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判
例
評
釈
「
東
芝
（
う
つ
病
・
解
雇
）
事
件
（
東
京
高
判
平
成
二

三
・
二
・
二
三
労
判
一
〇
二
二
号
五
頁
）」

畑
井
清
隆
（
志
學
館
大
学
）

「
学
生
の
対
外
関
係
と
そ
の
法
律
関
係
｜
実
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

脇
野
幸
太
郎
（
長
崎
国
際
大
学
）

夏
合
宿

二
〇
一
二
年
九
月
二
二
日
（
土
）
・
二
三
日
（
日
）
筑
後

船
小
屋

公
園
の
宿

九
月
二
二
日
（
土
）

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
引
き
上
げ
高

齢
者
の
所
得
保
障
」

丸
谷
浩
介
（
佐
賀
大
学
）

「
雑
誌
取
材
に
応
じ
た
派
遣
会
社
労
組
支
部
執
行
委
員
長
に
対
す

る
ア
サ
イ
ン
停
止
の
不
当
労
働
行
為
性
」

大
橋

將
（
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学
）

「
医
療
法
人
制
度
の
課
題
」

石
田
道
彦
（
金
沢
大
学
）

九
月
二
三
日
（
日
）

「
非
正
規
労
働
契
約
の
成
立
論
的
考
察
｜
労
働
契
約
の
み
な
し
合

意
と
再
性
質
決
定
の
対
比
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

野
田

進
（
九
州
大
学
）

「
中
国
に
お
け
る
労
働
法
・
労
働
契
約
違
反
の
法
的
責
任
（
競
業
避

止
・
秘
密
保
持
義
務
を
中
心
に
）」

張

丹
（
九
州
大
学
大
学
院
）

「
有
期
契
約
労
働
と
派
遣
労
働
の
法
政
策
｜
規
制
原
理
と
し
て
の

労
働
権
保
障
の
観
点
か
ら
｜
」

有
田
謙
司
（
西
南
学
院
大
学
）

第
四
一
〇
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
三
日
（
土
）

「
労
働
者
の
精
神
的
健
康
と
安
全
衛
生
問
題
の
質
的
変
容
に
関
す

る
一
試
論：

フ
ラ
ン
ス
法
を
参
考
と
し
て
」

笠
木
映
里
（
九
州
大
学
）

「
中
国
に
お
け
る
労
働
時
間
法
制
と
そ
の
実
効
性
確
保
」

山
下

昇
（
九
州
大
学
）

第
四
一
一
回

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
（
土
）

「
障
害
者
の
自
己
決
定
権
と
サ
ー
ビ
ス
給
付
決
定
の
公
正
性
を
両

立
さ
せ
る
法
理
｜
｜
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
るS

elf-d
irected

 
su
p
-

p
o
rt

の
形
成
」

河
野
正
輝
（
熊
本
学
園
大
学
）

「
中
国
に
お
け
る
労
働
時
間
法
制
と
そ
の
実
効
性
確
保
」

山
下

昇
（
九
州
大
学
）
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九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
二
七
回
例
会

平
成
二
四
年
四
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
監
査
人
の
責
任
の
在
り
方
｜
ト
ー
マ
ツ
に
対
す
る
ナ
ナ
ボ
シ
粉

飾
決
算
の
事
件
を
契
機
に
｜
」

報
告
者

王

蘭
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
二
四
年
三
月
一
三
日
金
判
一
三
九
〇
号
一
六
頁

「
ラ
イ
ブ
ド
ア
粉
飾
決
算
事
件
上
告
審
判
決
」

報
告
者

上
田
純
子
（
九
州
大
学
）

第
六
二
八
回
例
会

平
成
二
四
年
五
月
一
九
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
投
資
家
に
対
す
る
格
付
機
関
の
契
約
責
任
論
」

報
告
者

久
保
寛
展
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
体
の
法
理
論
｜
ア
メ
リ
カ
の
議
論

を
参
考
に
し
て
｜
」

報
告
者

井
上
能
孝
（
福
岡
大
学
）

第
六
二
九
回
例
会

平
成
二
四
年
六
月
三
〇
日
・
七
月
一
日

※
九
州
法
学
会
に
振
替

（
研
究
報
告
）

「
株
主
の
情
報
開
示
請
求
権
の
研
究
｜
会
計
帳
簿
・
株
主
名
簿
を

中
心
と
し
て
｜
」

報
告
者

千
手
崇
史
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
研
究
報
告
）

「
Ｅ
Ｕ
消
費
者
権
利
指
令
に
お
け
る
撤
回
権
の
範
囲
」

報
告
者

廣
瀬
孝
壽
（
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
）

（
研
究
報
告
）

「
組
織
再
編
に
お
け
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
｜
『
金
融
商
品

取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
』
の
検
討
を
中
心
と
し
て

｜
」報

告
者

河
野
総
史
（
志
學
館
大
学
）

第
六
三
〇
回
例
会

平
成
二
四
年
七
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
保
険
法
の
制
約
」

報
告
者

嘉
村
雄
司
（
島
根
大
学
）

（
判
例
研
究
）

名
古
屋
高
判
平
成
二
四
年
二
月
七
日
金
判
一
三
九
四
号
四
六
頁

「
新
設
分
割
が
詐
害
行
為
と
し
て
取
り
消
さ
れ
価
額
賠
償
が
認
め

雑 報
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ら
れ
た
事
例
」

報
告
者

若
色
敦
子
（
熊
本
大
学
）

第
六
三
一
回
例
会

平
成
二
四
年
九
月
一
五
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
地
判
平
成
二
三
年
一
二
月
一
九
日
判
時
二
一
四
七
号
七
三
頁

「
証
券
会
社
の
従
業
員
の
勧
誘
に
よ
り
、
外
国
証
券
会
社
が
保
証

し
、
関
連
会
社
の
発
行
す
る
他
社
株
転
換
社
債
を
購
入
し
た
顧
客

が
、
当
該
外
国
証
券
会
社
等
の
破
綻
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
場
合

に
、
証
券
会
社
の
従
業
員
の
勧
誘
に
説
明
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ

た
事
例
」

報
告
者

前
越
俊
之
（
福
岡
大
学
）

（
判
例
研
究
）

福
岡
地
判
平
成
二
三
年
九
月
一
五
日
判
時
二
一
三
三
号
八
〇
頁

「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ジ
ー
に
対
し
、
デ
イ
リ
ー
商
品
の
販
売
価
格
を
拘
束
し
た

こ
と
に
つ
き
、
独
占
禁
止
法
違
反
の
違
法
性
が
あ
る
と
し
て
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」

報
告
者

泉
日
出
男
（
西
日
本
短
期
大
学
）

第
六
三
二
回
例
会

平
成
二
四
年
一
〇
月
二
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日
金
判
一
三
八
七
号
二
五
頁

「
会
社
か
ら
取
立
委
任
を
受
け
た
約
束
手
形
に
つ
き
商
事
留
置
権

を
有
す
る
銀
行
が
、
同
会
社
の
再
生
手
続
き
開
始
後
の
取
立
て
に

係
る
取
立
金
を
銀
行
取
引
約
定
に
基
づ
き
同
会
社
の
債
務
の
弁
済

に
充
当
す
る
こ
と
の
可
否
」

報
告
者

横
尾

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
株
主
提
案
権
の
限
界
」

報
告
者

田

慎
一
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
三
三
回
例
会

平
成
二
四
年
一
一
月
一
七
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
三
年
三
月
三
〇
日
交
民
四
四
巻
二
号
四
九
五
頁

「
金
融
流
れ
車
両
に
対
す
る
他
車
運
転
危
険
担
保
特
約
適
用
の
可

否
」報

告
者

佐
野

誠
（
福
岡
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
日
本
版E

S
O
P

の
議
決
権
に
つ
い
て
」

報
告
者

石
田

眞
（
富
山
大
学
）

第
六
三
四
回
例
会

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
電
子
記
録
債
権
の
創
設
｜
手
形
か
ら
電
子
手
形
へ
」

報
告
者

沢
野
直
紀
（
西
南
学
院
大
学
）
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（
研
究
報
告
）

「
会
社
情
報
の
収
集
と
利
害
調
整
」

報
告
者

上
田
純
子
（
九
州
大
学
）

第
六
三
五
回
例
会

平
成
二
五
年
一
月
二
六
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
略
式
組
織
再
編
以
外
の
組
織
再
編
の
差
止
｜
善
管
注
意
義
務
と

忠
実
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
｜
」

報
告
者

藤
田
真
樹
（
九
州
大
学
大
学
院
）

（
判
例
研
究
）

福
岡
高
判
平
成
二
四
年
四
月
一
三
日
金
商
一
三
九
九
号
二
四
頁

「
福
岡
魚
市
場
株
主
代
表
訴
訟
事
件
控
訴
審
判
決
」

報
告
者

山
崎
淳
司
（
西
南
学
院
大
学
）

民

事

法

研

究

会

第
二
四
九
回
例
会

二
〇
一
二
年
二
月
一
一
日
（
土
）

報
告
者

西
村
重
雄
（
福
岡
工
業
大
学
）

「
後
見
人
財
産
目
録
調
製
義
務
（
現
八
五
三
条
）
に
関
す
る
民
法

制
定
時
の
議
論
に
つ
い
て
」

第
二
五
〇
回
例
会

二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
（
土
）

報
告
者

廣
瀬
孝
壽
（
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
）

「
Ｅ
Ｕ
消
費
者
権
利
指
令
に
お
け
る
撤
回
権
の
範
囲
」

第
二
五
一
回
例
会

二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
（
土
）

報
告
者

荒
津
史
佳
（
西
南
学
院
大
学
大
学
院
）

「
代
理
懐
胎
に
お
け
る
諸
問
題
｜
ニ
ュ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
｜
」

第
二
五
二
回
例
会

二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
（
土
）

報
告
者

田
畑
嘉
洋
（
九
州
大
学
大
学
院
）

「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
売
主
瑕
疵
担
保
責
任
の
構
造
｜
性
質
合
意
・

性
質
保
証
・
担
保
排
除
」

第
二
五
三
回
例
会

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
（
土
）

報
告
者

平
山
也
寸
志
（
下
関
市
立
大
学
）

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
と
過
失
相
殺
的
処
理
に

関
す

る
判
例
の
概
観
｜
代
理
権
濫
用
と
過
失
相
殺
的
処
理
序
説
｜
」

報
告
者

戦
東
昇
（
九
州
大
学
大
学
院
）

「
役
務
提
供
型
契
約
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察：

中
国
の
立
法
化

作
業
へ
の
提
言
」

第
二
五
四
回
例
会

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
（
土
）

報
告
者

小
林

寛
（
長
崎
大
学
）

「
原
子
力
損
害
賠
償
責
任
に
お
け
る
免
責
規
定
の
適
用
要
件
に
関

す
る
考
察
」

雑 報
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民
事
手
続
研
究
会

平
成
二
四
年
三
月
二
四
日
（
土
）

土
地
を
時
効
取
得
し
た
と
主
張
す
る
者
が
、
当
該
土
地
は
所
有
者

が
不
明
で
あ
る
か
ら
国
庫
に
帰
属
し
て
い
た
と
し
て
、
国
に
対
し

当
該
土
地
の
所
有
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
に
つ

き
、
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
さ
れ
た
事
例

｜
最
二
小
判
平
二
三
・
六
・
三
判
時
二
一
二
三
号
四
一
頁
｜

上
田
竹
志
（
九
州
大
学
）

民
間
の
調
停
に
よ
っ
て
は
紛
争
が
解
決
さ
れ
な
い
と
き
に
裁
判
所

に
お
け
る
法
的
手
段
を
開
始
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
当
該
民
間
の
調
停
の
手
続
を
経
ず
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
が
、

訴
訟
要
件
に
欠
け
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例

｜
東
京
高
判
平
二
三
・
六
・
二
二
判
時
二
一
一
六
号
六
四
頁
｜

濵
田
陽
子
（
岡
山
大
学
）

平
成
二
四
年
九
月
二
二
日
（
土
）

情
報
収
集
の
た
め
の
文
書
提
出
命
令
に
つ
い
て

山
崎
詩
朗
（
九
州
大
学
大
学
院
）

任
意
的
当
事
者
変
更
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察

上
田
竹
志
（
九
州
大
学
）

福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

【
判
例
研
究
】

平
成
二
四
年
一
月
二
〇
日
（
金
）

民
事
訴
訟
法
三
八
条
後
段
の
要
件
を
満
た
す
共
同
訴
訟
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
の
共
同
訴
訟
人
に
係
る
部
分
も
受
訴
裁
判
所
が
土
地
管
轄

権
を
有
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
同
法
七
条
た
だ
し
書
に
よ
り

同
法
九
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例

（
最
二
小
判
平
成
二
三
・
五
・
一
八
判
タ
一
三
五
二
号
一
五
二
頁
）

渡
部
み
ど
り
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
四
年
二
月
一
七
日
（
金
）

表
題
部
所
有
者
の
登
記
も
所
有
権
の
登
記
も
な
い
土
地
を
時
効
取

得
し
た
と
主
張
す
る
者
が
、
当
該
土
地
は
所
有
者
が
不
明
で
あ
る

か
ら
国
庫
に
帰
属
し
て
い
た
と
し
て
、
国
に

対
し
当
該
土
地
の

所
有
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
に
つ
き
、
確
認
の

利
益
を
欠
く
と
さ
れ
た
事
例
（
最
二
小
判
平
成
二
三
・
六
・
三
裁

時
一
五
三
三
号
二
頁
）

宮
永
文
雄
（
広
島
大
学
）

平
成
二
四
年
五
月
二
五
日
（
金
）

仮
差
押
命
令
は
、
当
該
命
令
に
表
示
さ
れ
た
被
保
全
債
権
と
異
な
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る
債
権
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
上
記
被
保
全
債
権
と
請
求
の
基
礎

を
同
一
に
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
実
現
を
保
全
す
る
効
力
を

有
す
る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
一
小
判
平
成
二
四
・
二
・
二
三
裁
時

一
五
五
〇
号
一
七
頁
）

熊
谷
浩
明
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
四
年
六
月
二
二
日
（
金
）

志
賀
原
子
力
発
電
所
二
号
原
子
炉
の
運
転
差
止
請
求
が
棄
却
さ
れ

た
事
例
（
名
古
屋
高
金
沢
支
判
平
成
二
一
・
三
・
一
八
判
時
二
〇

四
五
号
三
頁
）

安
井
英
俊
（
福
岡
大
学
）

平
成
二
四
年
七
月
二
〇
日
（
金
）

遺
留
分
減
殺
請
求
を
受
け
た
受
遺
者
が
、
民
法
一
〇
四
一
条
所
定

の
価
額
を
弁
償
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
が
、
目
的
物
の
現
物

返
還
請
求
も
価
額
弁
償
請
求
も
受
け
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、

受
遺
者
の
提
起
し
た
弁
償
す
べ
き
額
の
確
定
を
求
め
る
訴
え
に
確

認
の
利
益
が
あ
る
か
（
最
二
小
判
平
成
二
一
・
一
二
・
一
八
民
集

六
三
巻
一
〇
号
二
九
〇
〇
頁
）

藪
間

薫
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
四
年
九
月
二
一
日
（
金
）

住
民
訴
訟
に
お
け
る
共
同
訴
訟
参
加
の
申
出
に
つ
き
、
こ
れ
と
当

事
者
、
請
求
の
趣
旨
及
び
原
因
が
同
一
で
あ
る
別
訴
に
お
い
て
適

法
な
住
民
監
査
請
求
を
前
置
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
訴
え
を

却
下
す
る
判
決
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
申
出
の
拒

否
（
最
二
小
判
平
成
二
二
・
七
・
一
六
民
集
六
四
巻
五
号
一
四
五

〇
頁
）

濵
崎

録
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
（
金
）

第
一
審
判
決
の
仮
執
行
宣
言
に
基
づ
く
強
制
執
行
に
よ
っ
て
建
物

が
明
け
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
建
物
の
明
渡
請
求
と

併
合
さ
れ
て
い
る
他
の
請
求
の
当
否
等
に
つ
い
て
の
控
訴
審
の
判

断
（
最
二
小
判
平
成
二
四
・
四
・
六
判
タ
一
三
七
四
号
一
〇
三
頁
）

太
田
慎
吾
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
四
年
一
一
月
一
六
日
（
金
）

類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
け
る
二
重
上
告
・
二
重
上
告
受
理
申

立
て
（
最
一
小
決
平
成
二
三
・
二
・
一
七
判
時
二
一
二
〇
号
六
頁
）

薗
田

史
（
久
留
米
大
学
）

平
成
二
四
年
一
二
月
三
日
（
月
）
＊
合
同
判
例
研
究
会

医
療
事
故
報
告
書
と
文
書
提
出
命
令
（
東
京
高
決
平
成
二
三
・

五
・
一
七
判
タ
一
三
七
〇
号
二
三
九
頁
）片

瀬

亮
（
福
岡
地
裁
）

雑 報
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九
州
国
際
私
法
研
究
会

第
三
九
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
五
月
二
〇
日
）

第
一
報
告“C

o
n
su
m
ers a

n
d th

e P
ro
p
o
sa
l fo

r a
n O

p
tio
n
a
l

 
C
o
m
m
o
n E

u
ro
p
ea
n S

a
les L

a
w

｜N
o R

o
a
d
s L

ea
d to

 
R
o
m
e?”

報
告
者

S
tefa

n
 
W
R
B
K
A

（A
sso

cia
te
 
P
ro
fe
sso

r,

K
y
u
sh
u U

n
iv
ersity

）

第
二
報
告“T

h
e H

a
g
u
e P

rin
cip
les o

n C
h
o
ice o

f L
a
w
 
in

 
In
tern

a
tio
n
a
l C
o
m
m
ercia

l C
o
n
tra
cts”

報
告
者

Y
u
k
o
 
N
IS
H
IT
A
N
I

（P
ro
fesso

r,
K
y
u
sh
u

 
U
n
iv
ersity

）

政

治

研

究

会

二
〇
一
二
年
四
月
二
一
日
（
土
）

『
政
治
研
究
』
第
五
九
号
合
評
会
・
総
会

二
〇
一
二
年
五
月
一
九
日
（
土
）

「
価
値
観
変
容
と
自
律
的
個
人
及
び
そ
の
市
民
性
｜
定
量
的
視
点

か
ら
｜
」

報
告
者

古
澤
勝
人
（
大
分
大
学
非
常
勤
講
師
）

「『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
建
設
』
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形

成
・
確
定
を
め
ぐ
る
権
力
過
程
｜
一
九
四
三
年
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ

人
会
議
の
開
催
過
程
と
そ
の
帰
結
｜
」

報
告
者

池
田
有
日
子
（
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン

タ
ー
研
究
員
）

二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
（
土
）

「
現
代
規
範
理
論
研
究
会
」
と
の
共
催

「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
多
文
化
共
生
｜
『
雑
居

型
』
か
ら
『
棲
み
わ
け
型
』
へ
｜
」

報
告
者

白
川
俊
介
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

「
正
義
と
し
て
の
責
任
原
理
」

報
告
者

井
上
彰
（
群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
専
任
講
師
）

二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
（
土
）

「
王
公
族
の
離
婚
・
離
縁
と
戸
籍
の
行
方
｜
共
通
法
を
超
越
す
る

昭
和
二
年
法
律
第
五
一
号
｜
」

報
告
者

新
城
道
彦
（
新
潟
大
学
現
代
社
会
文
化
研
究
科
助
教
）

「
新
し
い
社
会
的
危
機
と
福
祉
政
策
の
転
換
」

報
告
者

廣
澤
孝
之
（
福
岡
大
学
法
学
部
教
授
）

二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
（
土
）

文
庫
版
『
政
治
学
へ
の
道
案
内
』
刊
行
記
念

（79-４- ）1043 105
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研
究
会
「
高
畠
政
治
学
を
読
み
な
お
す
」

主
催

西
南
学
院
大
学

Ｓ
Ｇ
Ｕ
＆
Ｒ
Ｋ
Ｂ

メ
デ
ィ
ア
研
究
所

（
西
南
と
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
と
の
連
携
に
よ
る
学
際
的
メ

デ
ィ
ア
研
究
）

共
催

九
州
大
学
政
治
研
究
会

基
調
報
告

五
十
嵐
暁
郎
（
前
立
教
大
法
学
部
教
授
、
文
庫
版
『
政
治
学
へ

の
道
案
内
』
編
集
・
解
説
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

司
会

石
川
捷
治
（
久
留
米
大
法
学
部
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

五
十
嵐
暁
郎
（
前
立
教
大
法
学
部
教
授
）

伊
藤
洋
典
（
熊
本
大
法
学
部
教
授
）

田
村
元
彦
（
西
南
学
院
大
法
学
部
准
教
授
）

土
肥
勲
嗣
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協

力
研
究
員
）

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
七
日
（
土
）

「
ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
言
論
の
自
由
と
そ
の
条
件
」

報
告
者

鎌
田
厚
志
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協
力
研
究

員
）「

政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
」

・
「『
選
挙
』
概
念
の
歴
史
的
展
開
」

報
告
者

岡
崎
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

・
「『
君
主
制
』
概
念
の
歴
史
的
展
開
」

報
告
者

木
村
俊
道
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
五
日
（
土
）

「
政
治
的
信
頼
概
念
の
構
築
」

報
告
者

報
告
者

朝
倉
拓
郎
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院

協
力
研
究
員
）

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
州
政
府
の
形
成
｜
プ
ロ
ポ
ル
ツ
の
原

理
か
ら
多
数
派
の
原
理
へ
｜
」

報
告
者

東
原
正
明
（
福
岡
大
学
法
学
部
講
師
）

雑 報
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